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＜連絡事項＞
・村上Dr.本日午後クリニック診療の為、診察は明日9:30からに変更となっています。

＜入室状況＞
【転入】
・繁名　和恵様～東Bユニット1号室→北302号へ転入

＜患者様連絡事項＞
・春山　知範様～GH「ライフベース十和田」見学予定。7/31 13:00～16:00
　　　　　　　　安田PSW同行します。

・出河　攻様～本日鹿内眼科受診。散瞳処置施行し、検査・診察行い、視力回復しているとの診断あり。次回受診日時指定はなし。1か月後に病棟で予定を組んで受診してくださいとの事。前回と同様にジクロード点眼薬0.1% 1本処方となっている。（日時決まり次第外出申請と入院証明書依頼要する）

・田端　和行様～臨時薬同内容7日分処方あり。

・十日市　利喜様～本日OT時胸部痛訴えて、OT室への移動は拒否しています。酸素飽和濃度96％、右肺ほとんどエア入りなし。日課は支障ないが長距離歩行が困難との訴えあり。主治医に報告しています。

・下口　政子様～本日14:40やまばと寮の外泊より帰院。前回の外泊訓練時より慣れており、他者との交流もみられていたとの事。以前行っていた仕出し部での就労も出来ていたと外泊アンケートに記載あり。

・品田　潮様～本日兄様から連絡あり、退院時の荷物に赤石様の荷物が入っており届けて頂
[bookmark: _GoBack]いています。詳細カルテ参照し周知して下さい。

＜要注目患者様＞
・赤石　陽介様～同室者への苛々感の訴えあるも、すぐに落ち着いている。排尿時痛や陰嚢部の痛みは持続。その他不調の訴えはない。

・松川　順子様～時々確認行為はあるが執拗さはない。病棟に慣れてきたと話される。

・畑中　成夫様～病棟プログラムも落ち着いた様子で参加している。逸脱した行為や

・繁名　和恵様～16:00療養環境変更目的で東病棟Bユニットから北病棟302号室に転入となっている。病棟オリエンテーションでは説明理解にやや時間を要しているが、不明な点は質問して確認する事が出来ている。

＜皮膚科診察情報＞
・小豆畑　裕介様～右足趾第1趾の爪割れあり。短く切り過ぎないようDr.から説明受けている。

・中村　豊様～アズノール軟膏1本、テルビナフィンクリーム1本処方となっている。

・成田　富士子様～高血糖時、陰部掻痒感憎悪の訴えあるが、エキザルベの連用はカンジダにつながるため一時中止、経過観察としている。爪剪る処置施行し、テルビナフィン外用液1本処方となっている。次回から1/2Wの診察となる。

・板橋　利美様～症状軽減にて、次回から1/2Wの診察となる。テルビナフィンクリーム1
本処方となっている。（1本で2週間持つ塗り方で充分である事をDr.か
ら説明受けている）

・松川　順子様～下腿、手、指間、爪にヘパリン類似物質クリーム塗布処置施行中。全体的に改善している。処置継続し、次回2W後の診察で可とのこと。

・島守　淳様・田端　和行様～同処置継続

